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1. はじめに 
文献検索は，文献データ（書誌情報）の探索だけではなく，その文献を入手するまでを課題
とする。雑誌記事の入手法は，印刷版の雑誌から資料をコピーする，インターネット上でPDF
ファイル（印刷版を PDF 化した資料，PDF ファイルのみで提供されている資料）をダウンロ
ードする，インターネットのページに本文が HTML 形式で置かれている資料を印刷する等が
ある。しかしながら，データベースにより検索方法，記事本文へのアクセス方法は異なる。検
索の絞り込みメニューに［本文あり］ を設定したデータベース（例・CiNii Articles, CiNii 
Dissertations, JAIRO）や，J-STAGE のように検索結果一覧に本文閲覧の条件をアイコン（［認
証あり］［フリー］［オープンアクセス］）で示すデータベースがある一方で，記事本文へのア
クセスが明示されていないデータベースもある。また，記事本文へのアクセス方法もそのデー
タベース自体に PDF ファイルが添付されているものと外部のデータベースにリンクを張って
いるものとがある。文献検索の際に求める情報を的確に入手するためには，個々のデータベー
スの特性を知り適切な検索を実行しなければならない。 
 
2. 文献調査法 
文献調査法は，久留米大学文学部及び人間健康学部，経済学部の 1 年生を対象に開講される
共通教育科目（情報教育科目）の一つである。文献調査法は，図書・雑誌，インターネットや
各種メディアなどの情報源の所在を知り，的確に情報検索をして自分の目的に適合するように
活用できることを到達目標とする。2018 年度の文献調査法履修登録者は，61 名（学部：文学
部 45 名，人間健康学部 2名，経済学部 14名，学年：1年生 25名，2年生 18名，3 年生 8 名，
4 年生 10名）である。対象年次である 1 年生（文学部，経済学部）が全履修登録者の 41％（25
名）を占めており，体系的な文献検索を学習していない者が多くみられる。 
2018 年度は，国立国会図書館オンライン及び国立国会図書館サーチを用いた雑誌記事検索
演習を CiNii Articles(https://ci.nii.ac.jp/), Google Scholar(https://scholar.google.co.jp/)，J-STAGE
（https://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja/）を用いた演習に先行して実施した。 
 
3. 国立国会図書館の雑誌記事検索 
3.1 国立国会図書館OPAC 
 国立国会図書館は，2002 年 10 月 1 日に「国立国会図書館蔵書検索・申込システム」（以下，
「NDL-OPAC」）を公開した。2012 年 1 月 6 日にはアジアの資料（アジア言語 OPAC），雑誌
記事索引，電子ジャーナルのタイトルも一括で検索できるようになり，整理中の目録データも
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NDL-OPAC に収録され，MARC フォーマット等による目録データのダウンロードが可能にな
った。 
 
3.2 リンクリゾルバ 
NDL-OPAC は，2009年 9 月 1 日にリンクリゾルバ を使用した外部データベースとの連
携を開始した。リンクリゾルバについては，「おしらせ：NDL-OPAC から外部データベース
へのリンクを開始しました」に詳述され，その仕組みが図示（図 1）されている。 
 
 
 
この記事によれば，リンクリゾルバにはEx Libris 社のSFX を使用し，外部データベースに
は，「一般資料の検索」（対象：和図書，洋図書，和雑誌新聞，洋雑誌新聞，博士論文）および
「雑誌記事索引の検索」の検索結果がリンクする。NDL-OPAC の検索結果から，リンクの「よ
む！さがす！」アイコンをクリックすると書誌情報がOpen URL 形式でリンクリゾルバへ送信
される。リンクリゾルバは，受け取った書誌情報に応じて外部データベース（リンクターゲッ
ト）を選択し，Database Linker（リンクリゾルバ中間窓）に表示する。Database Linker 上の［GO］
アイコンをクリックするとリンクターゲットで検索が行われ，結果が表示される。このように
Database Linker により資料の本文や抄録が見られるデータベースに直接アクセスすることが
できる。リンク先は，国立国会図書館が契約している電子ジャーナルデータベース，オープン
アクセスジャーナル，機関リポジトリ，二次情報データベースなどである。 
表1 国立国会図書館オンライン リンク候補となるデータベース（2017.4.4現在）より筆者作成 
国立国会図書館の 
契約データベース 
①BioOne，②CNKI CAJ（中国学術雑誌全文データベース），③Early English 
Books Online (EEBO)，④EBSCOhost，⑤Emerald，⑥Gale Virtual Reference Library，
⑦Highwire Press AACR Journal Suite ，⑧IET Journals Complete Collection(*国際
子ども図書館では利用不可)，⑨Institute of Physics Science（IOPscience）(*一部
インターネットで無料公開されている本文あり , *国際子ども図書館では利用
不可) ，⑩Journals@Ovid(*国際子ども図書館では利用不可) ，⑪JSTOR，⑫
Koreanstudies Information Service System（KISS），⑬OCLC ECO（*国際子ども
図1 リンクリゾルバの仕組み 
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図書館では利用不可），⑭OECD iLibrary（*一部インターネットで無料公開さ
れている本文あり），⑮Periodicals Archive Online (PAO) ，⑯ ProQuest Central ， 
⑰Science Direct（*一部インターネットで無料公開されている本文あり），⑱
Springer eReference Works，⑲Taylor & Francis Online(*一部インターネットで無
料公開されている本文あり) 
資料の所蔵情報などが
確認できるデータベー
ス・その他 
①AIRway，②CiNii Books，③Google Book Search，④Springer，⑤WebcatPlus，
⑥国立国会図書館サーチ 
 国立国会図書館が契約するデータベースは，国立国会図書館内の電子情報提供サービス端末
や大学図書館等同じデータベースを契約している機関の端末で利用できる。また，オープンア
クセスジャーナル等の一次情報や二次情報データベースについては，どこからアクセスしても
参照できる。このリンクにより，国立国会図書館以外の機関での所蔵情報や，他のデータベー
スに収録された同じ著者の他の著作をも確認することが可能である。 
 
3.3 国立国会図書館オンライン 
国立国会図書館は，2018 年 1 月 5 日に「国立国会図書館検索・申し込みオンラインサービ
ス」（以下，「国立国会図書館オンライン」）（https://ndlonline.ndl.go.jp/）の提供を開始した。こ
れは，NDL-OPAC（2002.10.1－2018.1.4）に代わるサービスで，図書，雑誌，雑誌記事，新聞， 
さらに，オンライン閲覧（選択肢：「オンライン閲覧可」「インターネット公開」，「館内限定」
「館内限定（図書館送信）」「オンライン閲覧不可」），資料形態（選択肢：「冊子体」「マイクロ」 
「CD/DVD-ROM」「オンライン」「その他」），データベース（選択肢：「国立国会図書館蔵書」
「NDL 雑誌記事索引」「NDL デジタルコレクション」「NDL デジタルコレクション（電子書
籍・電子雑誌）」「電子ブック・電子ジャーナル」）などで検索条件を絞り込むことができる。 
 
図2 国立国会図書館オンラインサーチ 
共通教育科目「文献調査法」における雑誌記事検索 
- 25 - 
 
3.4 国立国会図書館サーチ 
   
 
 
国立国会図書館は，2012年 1 月 6 日に国立国会図書館サーチ（http://iss.ndl.go.jp/）の提供を
開始した。国立国会図書館サーチは，国立国会図書館の所蔵資料だけではなく，検索結果から
都道府県立図書館・市立図書館等での和図書の所蔵情報，CiNii, JAIRO（学術機関リポジトリ
ポータル），J-STAGE（電子ジャーナルポータル）など他の機関が提供している各種デジタル
情報などをまとめて検索することができる。 
また，国立国会図書館が構築するデータベース（例：WARP，レファレンス協同データベー
スも検索対象となっている。「国立国会図書館サーチについて > 機能概要」によれば，1.3 億
件以上の文献情報等が検索可能で，横断検索を含め，104のデータベースと連携している。 
  なお，国立国会図書館サーチが検索の対象とするデータベースの種類と名称は，次のとおり
である。 
 
表2 国立国会図書館サーチ検索対象データベース一覧（2018.12.20参照）より筆者作成 
(横)：横断検索 
種 類 名    称 
国立国会図書館 ①国立国会図書館オンライン，②NDL雑誌記事索引，③総合目録ネットワーク（ゆ
にかねっと）（公共図書館蔵書），④児童書総合目録，⑤全国新聞総合目録データ
ベース，⑥点字図書・録音図書全国総合目録，⑦国立国会図書館デジタルコレク
ション，⑧国立国会図書館デジタルコレクション（電子書籍・電子雑誌），⑨視
覚障害者等用デジタル資料，⑩インターネット資料収集保存事業（WARP）(横)，
⑪カレントアウェアネス，⑫国会会議録検索システム(横)，⑬帝国議会会議録検
索システム(横)，⑭電子展示会，⑮日本法令索引(横)，⑯日本法令索引〔明治前期
編〕，⑰リサーチ・ナビ（調べ方案内），⑱レファレンス協同データベース 
学術情報機関 ①CiNii Articles，②CiNii Books(横)，③JAIRO，④J-STAGE，⑤国立情報学研究所
「東洋文庫所蔵」貴重書デジタルアーカイブ(横)，⑥人間文化研究機構統合検索
図3 国立国会図書館サーチ 
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システム(横) 
公共図書館・ 
地方公共団体 
①秋田県立図書館デジタルアーカイブ，②イーハトーブ岩手電子図書館（岩手県立
図書館），③茨城県立図書館デジタルライブラリー，④石川県立図書館 貴重資料ギ
ャラリー，⑤叡智の杜Web（宮城県図書館），⑥大阪府立図書館 おおさか eコレク
ション，⑦岡山市立中央図書館郷土資料画像集，⑧沖縄県立図書館『貴重資料デジ
タル書庫』，⑨神奈川県立図書館 デジタルアーカイブ，⑩川崎市立図書館Webギャ
ラリー，⑪岐阜県図書館 岐阜県関係資料＋地図資料，⑫埼玉県立図書館 デジタル
ライブラリー，⑬札幌市中央図書館デジタルライブラリー，⑭滋賀県立図書館 近江
デジタル歴史街道，⑮静岡県立中央図書館デジタルライブラリー，⑯千葉県デジタ
ルアーカイブ，⑰信州デジくら (横)，⑱高橋由一 石版画の世界（山形県立図書館），
⑲デジタル岡山大百科（岡山県立図書館）(横)，⑳東京都立図書館デジタルアーカイ
ブ（TOKYOアーカイブ），㉑徳島県立図書館デジタルライブラリ，㉒都市横浜の記
憶（横浜市中央図書館），㉓鳥取県立図書館所蔵絵図，㉔富山県立図書館 古絵図・
貴重書ギャラリー，㉕名古屋の絵葉書集（名古屋市鶴舞①中央図書館），㉖奈良県地
域史料目録，㉗奈良県立図書情報館ふるさとデジタル化書籍＋絵図展示ギャラリー，
㉘新潟県立図書館/新潟県立文書館 越後佐渡デジタルライブラリー，㉙函館市中央
図書館所蔵デジタルアーカイブ デジタル資料館，㉚広島市立中央図書館特別集書，
㉛福岡県立図書館 デジタルライブラリ，㉜北海道立図書館 北方資料デジタル・ラ
イブラリー，㉝三重県立図書館 和漢籍資料デジタル閲覧室，㉞宮崎県立図書館 貴
重書デジタルアーカイブ，㉟山梨デジタルアーカイブ（山梨県立図書館） 
大学図書館 ①慶應義塾写真データベース，②慶應義塾図書館デジタルギャラリー，③神戸大学
附属図書館新聞記事文庫(横)，④古典籍総合データベース，⑤筑波大学附属図書館貴
重書コレクション，⑥奈良女子大学所蔵資料電子画像集，⑦駒澤大学電子貴重書庫，   
⑧九大コレクション 
専門図書館 ①沖縄戦関係資料閲覧室 所蔵資料検索，②サピエ図書館，③水産研究・教育機構図
書資料デジタルアーカイブ，④日本原子力研究開発機構図書館所蔵資料データベー
ス（JAEA図書館OPAC）(横)，⑤農林水産関係試験研究機関総合目録，⑥国立女性
教育会館女性デジタルアーカイブシステム，⑦農林水産省図書館・電子化図書一覧
公開システム 
公文書館、博物
館 
①文化遺産オンライン，②ColBase: 国立博物館所蔵品統合検索システム，③e国宝 – 
国立博物館所蔵 国宝・重要文化財(横) ，④アジア歴史資料データベース(横)，⑤
国立公文書館デジタルアーカイブ(横)，⑥独立行政法人国立美術館 所蔵作品総合目
録検索システム，⑦奈良国立博物館収蔵品データベース 
その他 ①デジタルアーカイブシステムADEAC，②JapanKnowledge，③出版情報登録センタ
（ーJPRO），④青空文庫，⑤インターネットマガジン バックナンバーアーカイブ(横)，
⑥韓国国立中央図書館蔵書目録(横)，⑦裁判官訴追委員会HP，⑧裁判官弾劾裁判所
HP，⑨参議院HP，⑩衆議院HP，⑪新書マップ，⑫日本ペンクラブ電子文藝館，⑬ 
宮田村インターネット博物館 
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4. 作成教材 
以下は，国立国会図書館オンライン，国立国会図書館サーチによる雑誌記事検索についての
教材である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図4 資料（1-4） 
図4 教材（1/47） 
図5 教材（2/47） 
図6 教材（3/47） 
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図7 教材（4/47） 
図8 教材（5/47） 
図9 教材（6/47） 
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図10 教材（7/47） 
図12 教材（9/47） 
図 11 教材（8/47） 
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図15 教材（12/47） 
図13 教材（10/47） 
図14 教材（11/47） 
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図18 教材（15/47） 
図17  教材（14/47） 
図16 教材（13/47） 
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図21 教材（18/47） 
図20 教材（17/47） 
図19 教材（16/47） 
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図24 教材（21/47） 
図23 教材（20/47） 
図22 教材（19/47） 
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図25 教材（22/47） 
図26 教材（23/47） 
図27 教材（24/47） 
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図28 教材（25/47） 
図29 教材（26/47） 
図30 教材（27/47） 
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図31 教材（28/47） 
図32 教材（29/47） 
図33 教材（30/47） 
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図34 教材（31/47） 
図35 教材（32/47） 
図36 教材（33/47） 
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図37 教材（34/47） 
図38 教材（35/47） 
図39 教材（36/47） 
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図40 教材（37/47） 
図41 教材（38/47） 
図42 教材（39/47） 
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図45 教材（42/47） 
図43 教材（40/47） 
図44 教材（41/47） 
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5. 終わりに 
国立国会図書館オンライン，国立国会図書館サーチは，雑誌記事を検索対象とし，一部は
そのまま記事本文の利用ができるデータベースである。 
この教材は，国立国会図書館の蔵書規模，オンラインサービス，資料のデジタル化，国立
国会図書館オンライン，国立国会図書館デジタルコレクション，国立国会図書館サーチに関
するものである。国立国会図書館が提供する国立国会図書館オンライン，国立国会図書館デ
ジタルコレクション，国立国会図書館サーチは，雑誌論文検索結果の一部について論文（コ
ンテンツ）をそのまま利用できるデータベースである。 
例題 1については国立国会図書館オンラインのリンクリゾルバの仕組みを，例題 2 につい
てはディスカバリーサービスである国立国会図書館サーチの特性をそれぞれ理解できるよう
な課題にした。 
例題 1は，国立国会図書館オンラインで記事本文にアクセス可能な課題である。検索の結
果表示された［国立国会図書館デジタルコレクション］は目次データがインターネットで公
開（図 18）されている。コンテンツについては，詳細画面のアイコン「他のデータベースで
図49 教材（46/47） 
図50 教材（47/47） 
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探す」（図 19）をクリックすることによりDatabase Linker（リンクリゾルバの中間窓）が開い
て外部データベースでの情報（図 20~34）を呼び出すことができる。コンテンツは，オープ
ンアクセスジャーナルへのリンクにより閲覧できる（図 27）。また，図書の検索で使用した
CiNii Books（図 32）で①このジャーナルのサイトへオープンアクセス，②電子リソースにア
クセスする，③大学図書館の所蔵が表示される。 
例題 2は，国立国会図書館オンラインでは検索できない課題である。ディスカバリーサー
ビス（複数データベースの統合検索）の国立国会図書館サーチで検索し，検索結果中のCiNii 
Articles へのリンク（図 45~図 46）でコンテンツにアクセス可能な課題である。 
例題により，さまざまなデータベースへのリンクが張られていること，検索して表示され
た画面からさらに別の画面へ遷移するにはアイコンをクリックしなければならないことをも
示した。 
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